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自
体
が
地
域
を
動
か
し
、
地
域
の
再
生
に
役

立
つ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
い
ま
、
新
し
い

展
開
を
求
め
て
精
力
的
に
検
討
し
て
い
る
教

員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
こ
の
試
み
を
適
用
し

て
み
た
い
。
後
者
は
、
高
齢
者
・
障
害
者

（
児
）
の
自
立
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
医
文
理
が

融
合
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
で
あ
る
。

生
活
用
品
、
家
具
、
住
宅
な
ど
製
造
・
建
築

業
界
と
の
連
携
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
も

期
待
で
き
る
。

　

医
学
部
は
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
医
療
関

係
従
事
者
の
養
成
機
関
で
あ
る
と
共
に
先
端

医
療
科
学
・
看
護
科
学
の
研
究
開
発
の
場
で

あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
地
域
医
療
に
ど
の
様

な
形
で
貢
献
で
き
る
か
、
国
、
県
、
市
な
ど

関
係
す
る
諸
地
域
・
諸
機
関
と
の
連
携
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
佐
賀
医

科
大
学
は
、
設
置
さ
れ
て　

年
の
間
毎
年　

28

100

人
近
い
医
師
を
養
成
し
て
き
た
が
、
未
だ
に

佐
賀
県
の
隅
々
ま
で
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
。
平
成　

年
度
の
入
学
試

17

験
か
ら
佐
賀
県
の
高
校
の
受
験
者
を
対
象
に

入
学
定
員
枠
を
定
め
る
特
別
枠
を
設
置
し
た
。

前
途
多
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
佐
賀
大
学
の

二
つ
目
の
挑
戦
で
あ
る
。

　

三
つ
目
の
挑
戦
は
、
科
学
技
術
立
国
・
経

済
優
先
の
も
と
で
抑
制
さ
れ
て
き
た
文
系
諸

分
野
を
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

「
佐
賀
学
」
を
文
系
基
礎
学
と
し
て
確
立
す

る
。
鍋
島
藩
は
研
究
資
料
の
宝
庫
で
あ
る
。

と
く
に
明
治
維
新
の
と
き
、
鍋
島
藩
は
政
治
、

文
化
・
文
明
の
面
で
全
国
的
に
優
位
な
位
置

に
あ
っ
た
。　

世
紀
の
多
様
化
社
会
を
展
望

21

す
る
と
き「
佐
賀
学
」に
学
ぶ
こ
と
は
大
き
い
。

文
系
諸
分
野
を
解
放
す
る「
鍵
」は
国
際
化
と

そ
の
有
力
な
武
器
で
あ
る
情
報
技
術
の
活
用

で
あ
る
。
い
ま
、
文
系
諸
分
野
を
中
心
に
捉

え
、
情
報
技
術
を
駆
使
し
た
新
し
い
発
想
の

国
際
関
係
学
部
を
模
索
し
て
い
る
。

　

四
つ
目
の
挑
戦
は
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー（
平
成　

年
度　

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

14

21

に
採
択
）に
続
く
先
端
的
研
究
拠
点
の
形
成

で
あ
る
。
本
年
度
４
月
か
ら
佐
賀
県
立
九
州

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
設

し
た
。本
学
は
半
導
体
ナ
ノ
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
表
面
界
面
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
等
の
工
学
的
基
盤
研
究
を
推
進
す
る
。

佐
賀
大
学
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
応
用
研
究
セ

ン
タ
ー
は
佐
賀
県
と
九
州
地
区
大
学
間
連
携

事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、佐
賀
大
学
は
有
明
海
の
再
生
・
環
境
保

全
に
向
け
て「
有
明
海
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。こ
の
事

業
は
、最
長
の
有
明
海
沿
岸
を
有
す
る
佐
賀

県
、そ
こ
に
位
置
す
る
佐
賀
大
学
の
総
合
大

学
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

昨
年　

月
、
佐
賀
医
科
大
学
と
佐
賀
大
学

10

が
統
合
し
て
１
年
が
経
過
し
た
、
こ
の
間
、

法
人
化
に
よ
っ
て
佐
賀
大
学
の
設
置
形
態
に

変
化
は
あ
っ
た
が
、
新
佐
賀
大
学
の
理
念
の

「
世
界
を
俯
瞰
す
る
多
元
的
・
複
眼
的
な
視

点
に
立
ち
、
人
類
が
自
然
と
調
和
の
と
れ
た

営
み
を
続
け
る
た
め
に
『
知
』
の
継
承
と
創

造
を
担
う
役
割
と
責
任
を
果
た
す
」
と
い
う

こ
と
は
、
聊
か
の
変
化
も
な
い
こ
と
を
改
め

て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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こ
こ
数
年
、
従
来
の
国
立
大
学
の
再
編
統

合
に
引
き
続
い
て
、
国
立
大
学
の
設
置
形
態

を
変
え
る
に
至
る
高
等
教
育
の
改
革
が
急
速

に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
大
き
な
高
等
教
育
の

改
革
は
社
会
の
大
変
革
を
背
景
に
行
わ
れ
る

の
が
常
で
あ
る
。　

世
紀
は
じ
め
の
教
育
改

21

革
は
何
を
目
的
と
す
る
の
か
。

　
　

年
前
、
明
治
政
府
は
「
富
国
強
兵
」
を

100
掲
げ
て
強
力
な
中
央
集
権
国
家
を
作
る
た
め

に
教
育
制
度
を
定
め
た
。
各
地
方
（
鍋
島
藩

等
）
に
高
等
学
校
（
旧
制
）
を
設
置
し
て
地

方
の
優
秀
な
人
材
を
集
め
た
。
さ
ら
に
帝
国

大
学
を
創
設
し
て
政
府
を
支
え
る
人
材
と
し

て
彼
ら
を
育
成
し
た
。
近
代
国
家
日
本
の
高

等
教
育
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
　

年
後
、
超
エ
リ
ー
ト
階
級
に
よ
っ
て
支

50
え
ら
れ
た
国
家
は
崩
壊
し
て
新
し
い
教
育
改

革
の
も
と
で
国
家
の
建
設
が
始
ま
る
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
民
主
主
義
」
と
「
科
学
技
術

立
国
」
で
あ
る
。
教
育
の
機
会
均
等
の
も
と

各
県
に
地
方
大
学
が
設
置
さ
れ
高
等
教
育
は

あ
ま
ね
く
全
国
に
普
及
し
た
。
と
く
に
、
工

学
を
中
心
と
し
た
博
士
課
程
の
設
置
は
工
学

博
士
等
の
組
織
的
な
育
成
の
も
と
で
地
方
大

学
の
教
員
組
織
の
質
と
量
を
飛
躍
的
に
上
昇

さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
情
報
網
・
交
通
網

の
急
激
な
発
達
は
、
世
界
と
の
学
術
交
流
を

活
発
に
す
る
と
共
に
全
国
の
大
学
の
教
育
研

究
の
レ
ベ
ル
の
均
等
化
を
促
し
た
。
本
学
も

例
外
で
な
く
、
質
量
共
に
佐
賀
大
学
は
設
立

以
来
の
最
高
の
到
達
点
に
達
し
て
い
る
。

　

一
方
、
地
方
で
育
成
さ
れ
た
人
材
は
科
学

技
術
に
よ
る
経
済
の
発
展
の
戦
力
と
し
て
都

市
部
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。　

世
紀
末
か

20

ら
続
い
て
い
る
世
界
的
な
経
済
不
況
は
人
材

の
流
出
の
激
し
い
地
方
の
経
済
に
打
撃
を
与

え
、
競
争
社
会
の
激
化
と
効
率
化
の
追
求
は

地
方
全
体
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　
　

世
紀
は
、
政
治
、
経
済
、
芸
術
文
化
、

21
科
学
技
術
の
あ
ら
ゆ
る
面
で　

世
紀
の
延
長

20

で
は
収
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
佐
賀
大
学
は
、

　

世
紀
の
社
会
を
地
域
性
と
国
際
性
を
包
括

21し
た
多
様
化
の
、
多
様
な
価
値
観
の
共
存
す

る
、
時
代
と
捉
え
、
時
代
に
相
応
し
い
社
会

の
創
造
と
そ
れ
を
担
う
人
材
の
育
成
を　

世
21

紀
教
育
改
革
の
目
的
と
考
え
る
。

　

第
一
の
挑
戦
は
本
学
の
掲
げ
る
「
教
育
先

導
大
学
」の
具
体
化
で
あ
る
。「
地
域
創
成
型

学
生
参
画
教
育
モ
デ
ル
」
と
「
高
齢
者
・
障

害
者
（
児
）
の
生
活
行
動
支
援
教
育
シ
ス
テ

ム
」
の
二
つ
の
教
育
開
発
事
業
に
取
り
組
む
。

佐
賀
大
学
は
、
平
成　

・　

年
度
に
文
部
科

15

16

学
省
「
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
」
に
採
択

さ
れ
、
佐
賀
県
内
の
広
い
範
囲
で
様
々
な
分

野
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
。
二
つ
の
事

業
は
、
こ
の
実
績
と
地
域
か
ら
学
ん
だ
経
験

を
大
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
採
り
入
れ
る
試

み
で
あ
る
。
前
者
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
の
体

験
活
動
を
通
し
て
課
題
探
求
力
・
問
題
解
決

力
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、
教
育
活
動
そ
れ
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佐
賀
大
学
は
、
昨
年　

月
の
佐
賀
大
学
と

10

佐
賀
医
科
大
学
と
の
統
合
を
契
機
に
、
４
つ

の
理
念
を
目
標
に
掲
げ
た
大
学
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
「
研
究
の
高
度
化
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
際
的
競
争
力
の
あ
る

個
性
輝
く
大
学
を
目
指
し
て
、
特
色
の
あ
る

研
究
領
域
を
重
点
化
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
研
究
の
水
準
に
は
、

①
基
礎
的
、
基
盤
的
研
究
成
果
の
世
界
へ
向

け
て
の
発
信
、
②
地
域
・
社
会
か
ら
要
請
の

あ
る
分
野
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
の
推
進
、

③
独
創
的
研
究
や
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

の
推
進
に
よ
る
地
域
並
び
に
世
界
の
拠
点
形

成
、
の
３
つ
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
本
学
の
「
売
り
」
と
な
る
新
し
い

分
野
の
発
掘
や
将
来
性
の
あ
る
研
究
者
・
研

究
チ
ー
ム
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
シ
ン

ク
ロ
ト
ロ
ン
、
低
平
地
、
海
浜
台
地
、
有
明

海
、
環
境
、
情
報
技
術
、
生
命
・
バ
イ
オ
、

地
域
医
療
科
学
、
生
活
習
慣
病
、
地
域
経
済

な
ど
の
分
野
を
大
学
と
し
て
取
り
組
む
重
点

領
域
と
し
て
取
り
上
げ
、
拠
点
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
分
野

に
絞
っ
て
説
明
を
加
え
ま
す
と
、
佐
賀
大
学

に
は
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
我
が
国
唯
一
の
本
格
的
な
研

究
拠
点
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

行
わ
れ
て
い
る
研
究
は
平
成　

年
度　

世
紀

14

21

C
O
E 
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
海
外
の

多
く
の
研
究
機
関
と
も
共
同
し
な
が
ら
、

「
海
洋
温
度
差
発
電
を
中
心
と
し
て
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
実
用
化
」
に
向
け
た
研

究
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
伊
万
里
市
が
構
造
改

革
特
区「
伊
万
里
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
知
的
特
区
」に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
応
用
研
究
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セ
ン
タ
ー
は
、
佐
賀
県
立
九
州
シ
ン
ク
ロ
ト

ロ
ン
光
研
究
セ
ン
タ
ー
を
学
術
的
立
場
か
ら

支
援
す
る
目
的
で
平
成　

年
４
月
に
設
立
さ

15

れ
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
佐
賀
県
施

設
と
一
体
に
な
っ
て
、「
半
導
体
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
生
命
体
を
融
合
し
た
環
境
・
医

用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
の
開
発
」
を
テ
ー
マ

に
新
産
業
創
出
を
目
的
と
し
た
地
域
の
頭
脳

拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

医
学
部
附
属
地
域
医
療
科
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
に
新
し
く
加
わ
っ
た
重
点
医
療
研
究

部
門
で
は
、
地
域
医
療
に
お
け
る
重
要
な
課

題
疾
患
と
し
て
、
動
脈
硬
化
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
、
感
染
症
、
消
化
器
疾
患
を
取
り
上
げ
、

発
症
機
序
の
解
明
と
予
防
法
・
治
療
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
の
一
部

は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究

所
が
主
催
し
て
い
る
ノ
ー
ベ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
水
準
の

研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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法
人
化
は
大
学
の
裁
量
権
を
拡
大
し
ま
し

た
。
大
学
が
自
ら
設
定
し
、
文
部
科
学
大
臣

が
認
定
し
た
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成

度
な
ど
が
評
価
機
構
に
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が

文
科
省
か
ら
配
分
さ
れ
る
運
営
費
交
付
金
に

反
映
し
、
し
か
も
運
営
費
交
付
金
に
は
毎
年

効
率
化
係
数
が
掛
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

運
営
費
交
付
金
の
ほ
と
ん
ど
を
裁
量
の
余
地

の
な
い
人
件
費
等
に
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
地
方
大
学
に
と
っ
て
は
、
予
算
面
か
ら
の

圧
迫
が
大
学
と
し
て
の
基
本
的
な
形
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

佐
賀
大
学
が
あ
る
こ
と
で
、
年
間　

億
円

300

以
上
の
運
営
費
や
研
究
費
、
学
生
生
活
費
が

こ
の
地
域
を
通
し
て
流
れ
て
い
る
と
考
え
る

と
、
経
済
面
か
ら
も
佐
賀
地
域
に
お
け
る
重

要
さ
が
理
解
で
き
ま
す
。
佐
賀
大
学
と
佐
賀

地
域
と
は
と
も
に
健
全
で
、
緊
密
な
連
携
の

上
で
の
存
続
発
展
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

佐
賀
大
学
が
地
域
に
お
け
る
支
持
・
支
援

を
受
け
る
に
は
、
積
極
的
に
地
域
に
出
て
、

学
生
に
対
し
て
は
実
践
的
教
育
を
取
り
入
れ

る
仕
組
み
を
導
入
し
、
机
上
の
学
問
の
上
に
、

柔
軟
で
判
断
力
、
実
行
力
を
身
に
つ
け
た
学

生
を
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
教
育
の
場
は
、
大
学
の
中
だ
け
で

は
な
く
、
山
野
で
あ
り
、
棚
田
で
あ
り
、
廃

校
舎
で
あ
り
、
広
大
な
有
明
海
域
の
低
平
地

や
遺
跡
、
県
の
施
設
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
佐
賀
県
全
土
、
全
域
が
教
育

施
設
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
佐
賀
大
学

特
任
教
授
や
支
援
者
が
い
て
、
地
域
全
体
が

「
佐
賀
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
ー
」
と
な
る
仕

組
み
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
大
学
が
生
き
残
り
、
発
展
し
て
い
く

に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
、
国
際
的

視
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
、

教
育
・
学
生
担
当
理
事
と
し
て
は
、
教
育
体

制
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
講
義
の
仕
組
み
に
つ

い
て
総
合
的
に
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、

高
等
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
、
各
学
部
、
教
務

専
門
委
員
会
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ラ
バ
ス
委
員
会
等
で
検
討
を
重
ね
て
も

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

佐
賀
大
学
が
生
き
残
る
た
め
の
地
道
な
努

力
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
学
生
の
教
育
環
境
に

つ
い
て
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

当
に
必
要
な
教
養
教
育
科
目
を
絞
り
込
み
、

充
実
さ
せ
、
学
生
に
は
確
実
な
知
識
と
実
力

を
つ
け
る
教
育
環
境
を
、
一
方
、
教
員
に
は

講
義
だ
け
で
忙
し
く
す
ぎ
て
い
く
の
で
な
く
、

���������	
����

�������

十
分
な
研
究
時
間
が
確
保
で
き
る
環
境
を
整

え
ら
れ
る
か
を
、
真
剣
に
考
え
て
い
く
と
き

で
す
。
佐
賀
大
学
の
大
学
ら
し
い
基
本
的
な

形
と
シ
ス
テ
ム
を
教
職
員
、
学
生
み
ん
な
の

力
で
是
非
と
も
作
り
だ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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医
学
部
附
属
病
院
は
、
平
成　

年
７
月　

16

26

日
の
病
院
機
能
評
価
機
構
の
審
査
委
員
会
に

お
い
て
、
審
議
の
結
果
、
認
定
病
院
に
な
り
、

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
機
能
評
価
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
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病
院
の
理
念
・
基
本
方
針
、
病
院
の
中
・

長
期
計
画
、
病
院
組
織
と
管
理
体
制
、

病
院
職
員
の
教
育
研
修
、
患
者
の
権
利

の
尊
重
、
医
療
の
質
の
評
価
・
改
善
活

動
へ
の
取
り
組
み
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地
域
に
お
け
る
役
割
・
機
能
の
認
識
、

地
域
の
他
施
設
と
の
連
携
、
病
院
が
地

域
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
救
急
医
療

活
動
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診
療
の
責
任
体
制
、
診
療
内
容
の
質
と

保
証
、
診
療
に
お
け
る
倫
理
の
確
立
、

病
院
組
織
と
医
師
、
診
療
情
報
の
管
理
、

医
師
の
教
育
・
研
修
、
図
書
館
の
機
能
、

臨
床
検
査
、
画
像
診
断
、
放
射
線
治
療
、

薬
剤
の
使
用
・
管
理
、
輸
血
血
液
な
ど

の
管
理
、
手
術
麻
酔
の
体
制
、
集
中
治

療
室
、
病
理
学
的
検
討
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
院
内
感
染
防
止
の
体
制
、

院
内
の
救
急
体
制
、
医
療
の
継
続
性
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看
護
部
門
の
組
織
の
確
立
と
運
営
、
看

護
ケ
ア
の
提
供
、
看
護
ケ
ア
の
質
向
上

の
努
力
、看
護
部
門
の
職
員
の
能
力
開
発
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患
者
の
立
場
と
意
見
の
尊
重
、
患
者
の

食
事
へ
の
配
慮
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
配

慮
、
院
内
環
境
の
整
備
、
安
全
体
制
の

確
立
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人
事
・
労
務
管
理
、
財
務
経
営
管
理
、

臨
床
管
理
体
制
、
施
設
・
設
備
管
理
、

物
品
管
理
、
医
事
業
務
、
業
務
委
託
、

医
療
事
故
防
止
へ
の
対
応

　

病
院
機
能
評
価
は
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
、

公
平
に
体
系
的
に
審
査
を
行
い
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
な
改
善
の

方
向
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ

の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

受
審
の
き
っ
か
け
は
、
当
病
院
の
医
療
の
質

を
高
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
今
、
日
本

で
要
求
さ
れ
て
い
る
標
準
的
な
医
療
機
能
を

ど
れ
ほ
ど
備
え
て
い
る
か
、
そ
し
て
不
備
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
も
必
要
と

考
え
ま
し
た
。
受
審
す
る
こ
と
を
決
め
て
か

ら
、
院
内
組
織
の
見
直
し
、
施
設
・
設
備
の

改
善
な
ど
、
１
年
以
上
の
準
備
期
間
が
必
要

で
し
た
。
準
備
を
進
め
る
中
で
、
職
員
全
員

の
力
が
ひ
と
つ
に
結
集
し
た
こ
と
、
さ
ら
に

意
識
改
革
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ

た
喜
び
に
勝
る
大
き
な
意
義
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
患
者
・
医
師
に
選
ば
れ
る
病
院

を
め
ざ
し
て
、
ま
す
ま
す
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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国
立
大
学
法
人
佐
賀
大
学
の
出
発
に
あ

た
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
中
期
目
標
・
中
期
計
画

の
基
本
目
標
に
①
教
育
先
導
大
学
、
②
研
究

の
高
度
化
、
③
国
際
貢
献
、
④
地
域
貢
献
の

４
つ
の
柱
が
据
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
私
の
担

当
す
る
③
と
④
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
③
は
「
世
界
各
地
、
と
り
わ
け
ア
ジ

ア
地
域
の
大
学
及
び
研
究
機
関
と
の
交
流
を

深
め
、
教
育
研
究
と
文
化
交
流
の
国
際
化
を

促
進
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
実
質
的
な
交
流

成
果
を
得
る
最
良
の
方
法
は
、
国
際
的
高
度

専
門
家
集
団
に
よ
る
教
育
と
研
究
の
実
践
に

あ
る
。
本
学
で
は
法
人
化
と
と
も
に
国
際
貢

献
推
進
室
を
設
置
し
、
国
際
関
係
業
務
の
機

能
を
一
本
化
す
る
な
ど
、
研
究
者
の
国
際
交

流
や
留
学
生
の
国
際
教
育
の
実
践
を
支
援
す

る
態
勢
を
整
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

草
の
根
的
な
国
際
交
流
活
動
を
着
実
に
推
進

し
、
育
成
す
る
環
境
を
整
え
つ
つ
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、　

人
余
り
の
留

300

学
生
の
受
け
入
れ
、　

の
大
学
間
、　

の
部

32

51

局
間
学
術
交
流
協
定
の
締
結
と
い
う
実
績

（
平
成　

年
８
月
現
在
）
の
更
な
る
拡
充
が

16

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
き
将
来

に
お
い
て
、
学
部
、
大
学
院
を
問
わ
ず
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
教
育
と
研
究
の
拠
点
大
学
の

一
つ
と
し
て
国
際
的
な
大
学
間
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
形
成
へ
の
参
加
が
展
望
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

次
に
④
は
「
産
業
構
造
・
社
会
構
造
の
急

速
な
変
容
等
に
よ
る
地
域
社
会
の
衰
退
の
徴

候
に
対
し
て
、
産
・
学
・
官
・
民
の
協
力
に

よ
る
地
域
再
生
・
発
展
の
た
め
に
知
の
創
出
・

伝
承
か
ら
知
の
活
用
そ
し
て
知
の
社
会
貢
献

を
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
本
学
は
既
に
個
別

的
な
地
域
連
携
活
動
を
組
織
的
な
も
の
に
す

る
た
め
に
地
域
貢
献
推
進
室
を
設
置
し
て
い

た
が
、
法
人
化
に
よ
っ
て
機
能
を
強
化
し
地

域
創
生
の
事
業
を
よ
り
一
層
拡
大
し
て
き
て

い
る
。
そ
の
実
施
基
本
方
針
は「
民
学
連
携
」

の
原
則
の
も
と
に
�
地
域
住
民
・
市
民
か
ら

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
連
携
を
目
指
す
、

�
教
育
・
文
化
・
福
祉
・
環
境
な
ど
県
民
生

活
に
お
け
る
質
的
向
上
と
充
実
を
目
指
す
、

�
新
し
い
科
学
研
究
と
知
の
創
造
を
目
指
す
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
本
学
は
４
月

に
法
的
整
備
の
も
と
に
知
的
財
産
管
理
室
を

役
員
会
の
下
に
設
置
し
た
。
そ
の
重
要
な
業

務
は
創
出
さ
れ
た
知
的
財
産
の
活
用
に
よ
る

産
学
官
連
携
、
社
会
貢
献
及
び
国
際
貢
献
に

係
る
企
画
・
立
案
・
推
進
で
あ
る
。
国
境
を

越
え
た
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
今
日
、
地

域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、　

世
紀

21

型
成
長
産
業
を
創
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
産
業
創
出
と
企
業
の
技
術
力
の

高
度
化
の
た
め
に
は
、
産
学
官
連
携
の
強
化

が
重
要
な
鍵
を
握
る
。
産
学
官
が
一
体
と

な
っ
て
、
大
学
や
研
究
機
関
な
ど
の
知
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ア
ジ
ア
に
先
行

し
た
知
識
集
約
的
産
業
構
造
を
築
か
ね
ば
、

厳
し
い
地
域
間
競
争
は
克
服
さ
れ
え
な
い
。

大
学
の
知
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
役
割
は
重
大

で
あ
る
。
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　佐賀大学は、学長経費（大学改革推進経費）の予算を基盤に、平成16年度から3年
間の予定で有明海総合研究プロジェクトを立ち上げました。本プロジェクトは、
2000 年冬の有明海異変、すなわち、海苔の色落ち被害をきっかけとして社会問題
化した有明海の環境問題に全学的に取り組むことを意思表示したプロジェクトで
す。有明海湾奥部に位置する佐賀大学がこの異変の原因究明と再生へ向けて、全学
を上げて取り組み問題解決に貢献することは、この地域に根ざした大学としての
責務であるといえます。本学では 3年前に有明海等総合調査会議を組織し、3つの
クラスターに分かれて研究を進めてきましたが、クラスター同士の横の連携がな
かなか取りにくいといった面があったことは否定できません。今回、有明海総合研
究プロジェクトチームを組織し、各学部やセンターの専門の異なる研究者が有明
海問題に独自の視点で研究に取り組み、交流を通して総合化することにより、複雑
に絡み合った有明海環境問題解明に大きな成果が得られるものと期待しています。
　本プロジェクトの基本方針は、有明海異変の解明とその再生に向けた取り組み
と、文科系までを含む有明海学の構築の 2本柱です。つまり、本プロジェクトの目
的として、研究や地域貢献という側面と、もう一方では地域に立脚した教育の確立
という側面が存在していると考えています。さまざまな分野にまたがる教育シー
ズとしても有明海は十分に魅力的ですから、本学で有明海学なるものを構築し、佐
賀大学でしか学べない個性的な教育プログラムを作り上げようと考えています。
　本プロジェクトの実施にあたっては、研究の中心となるコア研究と研究者の自
由な発想に基づく自由研究を設定しました。コア研究としては、次の 3つの研究

テーマ、すなわち、�有明海湾奥部の泥干潟と海象に関する総合的
研究、�陸域と有明海に関する総合的研究、�有明海域の食と健康、
を設定しています。
　6月に学内の各学部・センターに本プロジェクトへの参加を呼び
かけたところ、40件以上の応募がありました。そのテーマや研究概
要を見ると、多種多様で有明海研究が学内研究者だけでも実現可
能ではないかと感ぜられたほどです。この中からコア研究 12 件、
自由研究 24 件を選定し、7月下旬から研究がスタートしました。
　今後、毎月定期的に勉強会を実施して研究担当者間の情報交換
を密にすると同時に、年度末にはシンポジウムを開催することを
計画しています。この取り組みを推進していくことで、このプロ
ジェクトの目的である、地域に根ざした特色ある研究・教育、さら
に地域貢献が実現できると確信しています。
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佐
賀
大
学
は
、
４
月
に
国
立
大
学
法
人
と

な
り
、
現
在
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
途
上
に

あ
り
ま
す
。

　

職
員
の
身
分
も
公
務
員
型
か
ら
非
公
務
員

型
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
国
（
文

部
科
学
省
）
が
処
理
し
て
き
た
多
く
の
事
柄

を
、
大
学
独
自
の
責
任
と
判
断
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
の
運
営
組
織
も
大
き
く
変
り
、
ま
た
、

そ
れ
を
担
う
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す

が
、
急
に
変
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、

ま
た
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
色
々
な
事
態
や

処
理
す
べ
き
案
件
が
次
々
と
出
て
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
こ
と
で
、

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
も
非
常
に
大
き
く
変

化
し
、
今
ま
で
の
よ
う
に
黙
々
と
教
育
・
研

究
に
専
念
し
て
い
る
だ
け
の
大
学
で
あ
っ
た

り
、
大
学
の
都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
を
都
合

の
良
い
時
期
に
情
報
発
信
し
て
い
る
だ
け
の

時
代
は
過
ぎ
、
時
代
や
社
会
の
変
化
を
読
み

取
り
な
が
ら
、
社
会
に
対
し
誠
意
あ
る
形
で
、

大
学
の
情
報
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る

広
報
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
が
広
報
活
動
を
進
め
る
上
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
何
か
を
知
ろ
う
と
す
る
場
合
、
ま

ず
最
初
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
で
は
、　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

大
学
に
と
っ
て
有
用
な
広
報
が
で
き
る
よ
う

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
吟
味
し
て
、

情
報
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
問

い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

大
学
に
対
し
て
、
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら

れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
大
学
に
と
っ
て
重
要
な

財
産
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
環
境
問
題
へ

の
対
応
で
あ
っ
た
り
、
地
域
貢
献
で
あ
っ
た

り
、
大
学
運
営
へ
の
透
明
性
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。

　

大
学
は
、
当
然
こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
に

答
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
各
部
門

バ
ラ
バ
ラ
で
行
っ
て
い
て
は
、
統
一
感
に
欠

け
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の
受
発
信
を
一
元
化

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
本
学
が
行
う
全
て
の
広
報
を
統
括

す
る
窓
口
と
し
て
、広
報
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
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大
学
が
広
報
活
動
す
る
相
手
は
、
職
員
、

学
生
、患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、大
学
周
辺
の

地
域
社
会
、
市
民
等
多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
の
中
期
目
標
と
し
て
、
大
学
の

広
報
、
大
学
の
活
動
記
録
、
研
究
成
果
を
市

民
に
分
か
り
や
す
い
形
で
、
ま
た
、
教
育
研

究
、
地
域
・
社
会
貢
献
等
に
関
す
る
業
績
を

公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
は
、
地
域
社
会
と
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
一
市
民
と
し
て
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
今
後
生
き
延
び
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
対
し
て
大
学
が
何
を
行
っ
て

い
る
か
を
正
確
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

大
学
の
活
動
を
広
報
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
佐
賀
大
学
は
、
市
民
に
支
え

ら
れ
る
大
学
と
し
て
、
市
民
や
地
域
社
会
に

対
す
る
説
明
責
任
を
重
視
し
た
、
地
域
に
開

か
れ
た
大
学
を
目
指
し
、
大
学
運
営
全
般
に

わ
た
っ
て
、
積
極
的
な
情
報
の
提
供
と
広
報

活
動
を
進
め
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
人
に

佐
賀
大
学
を
知
っ
て
も
ら
い
、
１
人
で
も
多

く
の
佐
賀
大
学
の
フ
ァ
ン
を
作
る
こ
と
が
広

報
担
当
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　医学部では、1993年から毎年ベトナム社会主義共和国南部のベンチェ省
において唇顎口蓋裂治療の医療活動を行ってきた。口唇口蓋裂は先天的に
上唇から上顎が裂けた状態で生まれてくる病気で、哺乳や言語の障害をき
たす。日本の統計では 500 人の出生児に１人の割合で発症する。このよう
な先天疾患の治療は日本では社会保障制度によって成人になるまですべて
無料で行われるが、ベトナムのような発展途上国では、保障制度が無いこ
とや、専門とする医師や病院が少ないことから、治療を受けられない子供
も多い。
　NGO日本口唇口蓋裂協会は、アジアにおける口唇口蓋裂治療の医療活
動を 20 ケ所以上で行っている。特にベトナムにおける医療活動は最も歴
史が古く、佐賀大学医学部医療チームは初期の段階から参加してきた。海
外における医療活動では、実際に手術を行う口腔外科だけでなく、麻酔科
蘇生科、小児科、看護師がチームを組んで参加しなければならず、本医学
部だけでこれまでに延べ 60 名以上の医師、看護師が参加したことになる。
　現地では十分な医療施設や器材が乏しいので、日本から手術器具、手術
材料、医薬品なども搬送しなければならない（写真 1）。現地では多くの患
者が待っているが、対象となる患者は生後 3ケ月から 3歳くらいまでの乳
幼児が多いので、母親や父親も共に入院しなければならない（写真 2）。遠
方から手術を受けるために現地の病院へやってきても、全身状態がよくな
いために手術を受けることができないこともある。短い滞在期間の間にで
きるだけ多くの手術を行うために、チームを組んで効率の良い手術計画を
立てねばならない。口腔外科、麻酔科蘇生科、小児科の医師と看護師の 4
～ 6人でチームを組み（写真 3）、2～ 3週間の滞在で 70 人前後を手術して
きた（写真4）。10年間で手がけた手術は830例に上る。本年4月14日には、
ベトナム・ベンチェ省のカウ・トン・コン知事とグエンデンチュウ病院の
グエン・バ・ミン院長らが感謝状を持って佐賀大学医学部を訪問された。
過去 10 年間に渡るベトナムにおける医療活動を現地の方々も高く評価し
てくれている。
　しかし、海外における医療活動の最終目標は、現地の医師が現地の設備
を使って治療を行うことができるようになることであって、われわれが無
償で手術をしてきたことを自慢することではない。われわれの医療活動に
対して、現地の医師、スタッフに積極的な参加意識と使命感を持ってもら
い、現地の経済状態に見合う適切な医療が継続して行えるような制度を確
立することが最終目標である。ベトナム・ベンチェ省においても口唇口蓋
裂手術ができる医師や、全身管理のできる麻酔蘇生科の医師もかなり育っ
てきている。われわれは、相手国の社会制度や経済力を十分に認識して、
対等なパートナーとして押しつけでない医療活動をしなければならないと
考えている。
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　海洋エネルギーセンターが長年研究を続けてきた海洋温度差発電（OTEC）
について、国連の持続可能な開発委員会は、OTECを推進するための専門家委
員会の設置を決めた。この決定を受けて、同システムを研究開発してきた上原
春男教授は、４月 27 日、ニューヨークの国連本部で講演し、OTECが、２１世
紀が目指すクリーンなエネルギーになりうることを強調し、各国の理解と支援
を求めた。
　５月１１日に、本委員会が設置されたが、メンバーは、海洋エネルギーセン
ターの上原教授ら日本人３名とアメリカエネルギー省の幹部、そして、ジャマ
イカ西インド諸島大学環境開発センターのアルバート・ビンガー所長（現在佐
賀大学客員教授）と決まった。現在、約 100 ケ国が導入と検討しているが、同
委員会では、海洋温度差発電を実用化するための方法や手順、さらに世界標準
プラントの設置場所についても具体的に論議される。
　これまでは、OTECは、プラントを使った実証実験だけで、商業ペースの発電
所はない。しかし、技術的には、ほぼ完成しており、コスト的にも十分採算が
とれる段階に達している。海洋温度差発電の実用化に向けての国連の支援は、
OTECが、21 世紀の課題とされる、エネルギーや水、食料や地球温暖化の大き
な解消策になりうると判断したためで、今後OTECの実用化がどのように進む
かを世界が注目している。
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　海洋温度差発電の原理は1881年に考えられたもので、決して新しいものでは
ありません。しかし、その後、安い石油やガスが発見され、エネルギー源を石
油やガスに依存するようになって海洋温度差発電の実用化はなされませんでし
た。
　しかし、佐賀大学では、やがて石油もガスも枯渇しエネルギー不足が生じる
とともに人口増加に伴って、水不足、食料不足や地球温暖化が生じることを 30
年前から予見し、海洋温度差発電の研究とともに海水淡水化や深層海水からの
リチウム採集技術、真水から水素を製造する技術などの開発をコツコツとやっ
てきました。

　熱帯や亜熱帯海域の海洋の温度分布を測定してみると、表層海水の温度は温かく 25 ～ 30�あります。ところが、
表面から800～ 1100mの深層海水は冷たく5～ 6�です。この表層の温海水と深層の冷海水の温度差20～ 25�の
熱エネルギーを利用して、発電をするのが海洋温度差発電です。　
　まず、蒸発器の中に作動流体のアンモニア液を入れます。蒸発器には細い管が多数入っています。管の外側のア
ンモニアの沸点は－33℃ですので、激しく沸騰しアンモニア蒸気が発生します。このアンモニア蒸気をタービンに
通しますとタービンは回転します。すると、タービンに連結さ
れた発電機が回転し、電気が発生します。その電気を工場や家
庭に送ります。
　一方、タービンを出たアンモニア蒸気は、凝縮器に吸い込ま
れます。凝縮器にも多数の管が入っていて、管の内側に深層の
5～ 6℃ の冷海水を通します。すると、アンモニア蒸気は液化
されてアンモニア液に戻ります。このアンモニア液を作動流
体ポンプで蒸発器に送ります。このようなサイクルを繰り返
すことで、表層の温海水と深層の冷海水のみで電気をつくり続
けることができるのです。
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　JABEE（日本技術者教育認定機構）は理学、工学、農
学等の教育を行っている 4年制大学の教育プログラム
（教育制度およびそれを運営する体制）の認定審査を実
施することを目的として 1999 年に設立されました。企
業が製品の品質を保証できるシステムを持っていること
を認証するために ISO 9001（品質保証システム）が広く
普及していますが、JABEEによる教育プログラムの認定
は、企業等における ISO 9001 認証取得に対応するもの
です。
　JABEEは、教育プログラムを認定する
ために6つの基準と認定分野毎の分野別要
件を定めています。これらの基準の根底
にある思想は、教育機関が社会の要求や自
らの強み等を考慮して学習・教育目標（卒
業時に学生が持っている知識と能力）を設
定するとともに、その目標を実現できる教
育プログラムの設計、運用、点検、継続的
な改善を、自主的かつ系統的に実施するこ
とです。
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　知能情報システム学科は、平成14年1月
に JABEE 認定を目指して努力する方針を
決定して以来、系統的な教育プログラムの
構築を進めて来ました。平成 15年度には JABEEによる
本審査を受け、正式に認定されました。今回の認定は佐
賀大学内の学科では初めて、情報分野では全国でも２番
目の事例になります。
　JABEEによる認定に伴い、本学科の知能情報システム
専修プログラムの修了者は、社会が要求する水準を満た
した教育を受け、修了時点で技術者（情報および情報関
連分野）として活動するために必要な知識や能力を持っ
ていることが、第三者機関によって保証されます。また、
知能情報システム専修プログラムの修了者は、技術士
（情報分野）の第１次試験が免除されます。
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　JABEEによる認定を受けるためには、系統的な教育プ
ログラムを構築するとともに、それを運営・点検・改善
する必要があります。また、その証拠となる資料を
JABEE審査チームに提示しなければなりません。その
ために各種の活動を行いました。
　１．学習・教育目標の設定では、コンピュータ・サイ

エンスと、数学を中心とする理系基礎科学を基盤と
し、コンピュータを中心とした情報システムについ
て教育する学科との位置づけを明確にしました。

　２．教育プログラムの設計では、学習・教育目標を具
体化して詳細な評価基準を作成し、それを個別科目
に割り当てました。これによって、科目の位置づけ
を明確にしました。

　３．教育プログラムの運用では、履修規則の整備、学
科 JABEEホームページによる情報公開、オンライ
ンシラバスの整備、成績資料（講義資料、レポート、

試験答案、成績一覧等）の保存、各教
員による FD活動報告、各種オリエン
テーションなどを実施しています。

　４．教育プログラムの点検では、学生に
よる授業評価アンケート、開講前後の
科目点検等を実施しています。

　５．点検結果や各教官からの提案等に
基づいて、教育プログラムに対する各
種の改善を実施しています。

��������	

　平成 14 年度までに以上のような教育シ
ステムを構築した上で、平成 15 年度には
JABEE認定審査を受審しました。
　JABEEによる認定審査は、4月の認定申

請書提出に始まりました。7月には教育プログラムが
JABEE認定基準に合致していることを示す約500ページ
の自己点検書を JABEEに提出し、10 月末には審査チー
ムによる 3日間の実地審査を受けました。実地審査の最
後には審査チームからの各種指摘が行なわれたので、そ
れを受けて各種の改善を行ない、12 月には改善報告書を
提出しました。JABEEはこれを受けて、教育プログラム
間や分野間における審査レベルの調整等を行いました。
平成16年5月に最終の審査結果が通知され、本教育プロ
グラムは有効期間 2年の認定を受けました。
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　本学の教養教育に、「いつでも」「どこでも」「何度でも」受講できる VOD型
ネット授業（ｅラーニング）を導入して２年半が過ぎた。実施した科目名は、
「21 世紀のエネルギーと環境問題」「くらしの中の生命科学」「有明海学２」「人
間社会とコミュニケーション」で、受講者は延べ 1,032 名、単位取得者は 433
名である。このネット授業は、大学の教養教育科目の他に佐賀大学ネット授業
生涯学習として一般公開している。一部の講義は登録しないでも聴講できるが、
登録しないと全てを聴講できない。現在 1,000 名以上の人が県内外から登録し
ている。大学のネット授業として、また一般市民に向けた生涯学習として、両
立させながらｅラーニングを展開している大学は類がなく、文部科学省をはじ
め、メディア教育開発センター（NIME）、科学技術振興機構（JST）、日本視聴
覚教育協会などから高い評価を受けている。平成16年2月には高度映像情報セ
ンター（AVCC）から、生涯学習ホームページとして、goodsite 賞に選出され
た。また月刊『社会教育』（全日本社会教育連合会）の 5月号や『ｅラーニング
白書（2004/2005 年版）』（オーム社）にも紹介された。今年の 11 月には、『大
学ｅラーニングの経営戦略　～成功の条件』（東京電機大学出版局）で、５つの
ｅラーニング先進大学事例の１つとして詳細に紹介される予定である。
　現在「赤ん坊」ともいえるｅラーニングは、数年後には「教育改善の巨大な
ツール」になると期待され、文部科学省や経済産業省などは、「現代的教育ニー
ズ取組支援プログラム」や「若者自立・挑戦プラン」の下にｅラーニングの導
入計画を着々と進めている。本学では、これまで十分な予算と
はいえないまでも、多くの方々のボランティア的支えによって
ネット授業が懸命に推進されてきた。しかし、ネット授業を日
常的に継続し、これまで培われてきた多くの成果をさらに発展
させるためには、全学的な支援体制のもと、特に学習管理シス
テム、講義コンテンツ、人的サポート体制（メンターなど）を
強化する必要がある。ネット授業の学習効果を一層向上させる
ための工夫も必要である。例えば、ネット授業と対面授業とを
組合せたブランディッドラーニングなどが考えられる。今後、
本学の魅力ある大学づくりの一つとして、ネット授業が益々有
効に活用できることを期待してやまない。
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本
年
４
月
に
国
立
大
学
が
一
斉
に
法
人
化

さ
れ
、
佐
賀
大
学
も
国
立
法
人
佐
賀
大
学
と

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
各
大
学
が
独
自
の

経
営
戦
略
で
大
学
運
営
を
行
う
た
め
の
組
織

作
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の

た
め
の
中
枢
と
な
る「
役
員
会
」が
設
置
さ
れ
、

佐
賀
大
学
で
は
、
６
名
の
理
事
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
本
号
で
は
、
佐
賀
大
学
の
新
し
い

顔
と
な
る
理
事
に
今
後
の
佐
賀
大
学
の
行
方

に
つ
い
て
執
筆
を
お
願
い
し
、
教
育
、
研
究

の
分
野
で
、
佐
賀
大
学
が
い
か
に
独
自
性
を

打
ち
出
し
て
い
く
の
か
そ
の
方
向
性
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
平
山
泰
士
郎

理
事（
労
務
担
当
）の
原
稿
は
、
都
合
に
よ
り
、

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
で
は
、
大
学
法
人
と
な
っ
た
こ

と
で
、
機
能
の
集
中
化
と
機
動
性
向
上
の
た

め
に
、
新
た
に
６
つ
の「
室
」を
設
置
し
ま
し

た
。
広
報
室
も
そ
の
１
つ
で
、
よ
り
効
率
的

で
、
よ
り
機
動
的
な
広
報
活
動
が
展
開
で
き

る
強
力
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
広
報
誌
は
、
そ
の
新
組
織
で
の
第

１
号
と
な
り
、
多
く
の
改
善
を
加
え
、
よ
り

魅
力
的
な
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
佐
賀
大
学
の
魅
力
と
実
力
を
ど
ん

ど
ん
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ

い
。
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　「ぐるりんお譲りマーケット」は、卒業していく先
輩方からまだ使えるものを集め、それらを必要とし
ている人に提供する、年に一度開催されるリサイク
ル市です。６年くらい前から先輩方が代々受け継い
でこられました。毎年、たくさんの人に助けられて
続いています。今年は活動がよりスムーズに行える
よう、ぐるりんお譲りマーケット実行委員会を同好
会としました。また、10 月から回収受付等の運用を
目指して、ホームページ作成も行っています。
　私たちは、単に物をものとしてリサイクルしてい
るわけではありません。ぐるりんに出してくれる人
の本当に捨てるのが惜しい、また誰かの役に立って
ほしい、そんな気持ちをリサイクルすることを目標
としています。ですから、単に不用品で他のところ
に出すとお金がかかるからという態度で出す人から
の回収をお断わりしているときもあります。ぐるり
んはリサイクル活動ではありますが、同時に多くの
相乗効果を持ち合わせています。品物の回収から、
マーケットの運営まですべて学生スタッフだけで
やっています。回収は本当に肉体労働ですし、集め

た物の整理、掃除、マーケットの準備、当日の運営な
どすることはたくさんあります。しかし、スタッフ
はボランティア（無償）で集まってくれます。現在
24 名のスタッフがいるのですが、普段付き合いのな
い学生が集まり、学部、学年を超えた交流が生まれて
います。そして、マーケットを利用していただいた
多くの方から、感謝や激励を頂き、それがスタッフの
原動力にもなっています。スタッフは無償で、しか
もきつい仕事をやっています。私も活動をやりなが
ら常々感じるのですが、確かに疲れますが、年に一度、
普段は見かけることはあってもゆっくり話もできな
い友達とわいわいできることは楽しいものです。
　ここまで読んでいただいた皆さんはもうお気づき
だと思いますが、ぐるりんは私たちにとって祭りみ
たいなものなのです。しかもこの祭りは、地球に優
しく、人に役立つ祭りでもあります。このような祭
りを実行できるチャンスを頂き本当に感謝していま
す。これからもぐるりんは、その期待にこたえてい
くつもりです。これからも「ぐるりんお譲りマーケッ
ト」をよろしくお願いします。

　国立大学法人に限らず、法人格を有する団体において、知的財産管理に係る理念は経営理念と並
んで重要である。人材、技術等を含む知的財産は法人の基本的な資源である。これを創出し、法人
内外で活用すること、並びに、基本方針を定め、計画性を持って組織として実行することは法人に
不可欠のものである。さらに、利益相反（個人の利益を法人の利益に優先させる行為）に代表され
るコンプライアンス（法遵守）に係る基本方針も大事である。法人経営において、コンプライアン
ス体制を採り、インテグリティ（公明性、透明性）を高める努力を怠ると法人は存続できない。知
的財産管理室は、これら知的財産および利益相反管理を司っている。
　知的財産管理、特に活用には産学官連携が必要である。また、利益相反に外部からの監視の眼が
必要である。そのため、外部機関との何でも相談窓口業務を当室が担っている。佐賀駅前アイスク
エアビルにサテライト室を設けている。是非、訪ねて戴きたい佐大のスポットである。
（http://www.ip.is.saga-u.ac.jp/̃arai/intoffice.html）。
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